
生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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農水省は大阪堂島商品取引所が申請

した米先物取引の恒久的な「本上場」

への移行を不認可としました。取引に参

加する生産者や流通業者の数が増え

ず、認可基準を満たさないと判断。取引

所の中塚一宏社長は「米先物取引から

完全撤退する」と表明。米の先物取引

は2011年に試験上場が始まり、２年間

の期限を４回延長してきました。自民党

内では米の先物取引を巡って慎重論が

強く、「慎重に判断」するよう農水省に申

し入れていました。 （8/7付1面）

宮城県白石市のみやぎ農業振

興公社・白石牧場は、東北で屈

指となる繁殖和牛牛舎を新設し

ました。新牛舎は1276平方㍍で、

2022年度までに繁殖雌牛を100

頭増やし、出荷頭数を現在の

年133頭から約200頭に増頭し

ます。発情発見装置と分娩監視

装置を導入し、情報通信技術

の機器も整備。JA全農みやぎと

連携して、毎年3人の研修生を

受け入れます。研修期間は2年

間で費用は無料。人工授精師

などの資格取得を支援します。

（8/8付1面）

今週の記念日
★8月18日「健康食育の日」 穀物（特にお米）を軸にした日本型食生活を推進し、健康で
元気な人を増やすことを目指す一般社団法人・日本健康食育協会が制定。食の大切さを
伝える食育活動を「健康食育」として普及させるのが目的。日付は８と１８で八十八＝米とい
う漢字になることから。健康食育の専門家の育成なども行う。

＜日本記念日協会から＞
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政府と宇宙航空研究開発機構

（JAXA）が、キユーピーやNTTな

どの企業が参加する団体と、月面

での食料自給に向けた研究で連

携することが分かりました。官民で

課題の解決策を示し、国際的な存

在感を高める狙いがあります。南

極での実験も視野に入れていま

す。 （8/13付２面）

敗戦２カ月前、当時16

歳だった小川正勝さ

ん（92）は旧満州・湖

北にあった東京農業

大学の報国農場にい

ました。小川さんと同

年実習に向かった1年

生87人のうち53人が

飢えや寒さで命を落と

しています。「平和憲

法ができ、良い時代が

来たと思った。当時を

思い出せば、改憲な

んてできないはずだ」

（8/10付14面）

日本農業新聞 東北支所 次長（編集担当） 原尻大志
今夏も大分県の実家に帰省しないことを決めました。昨年の新型コロナ感染拡大で断
念したのに続き、とても残念です。せめて夏休みは遠く離れたピーマン農家の両親に、
大きく成長した孫の姿を見せたい。コロナ禍の新しい生活様式には慣れましたが、帰
省できないのが一番のストレスです。早期のコロナ鎮静化を願うばかりです。

農政には専門用語が多

いです。知っているようで、

実はよく知らない言葉はな

いでしょうか。農政論議が

活発になる秋に備え、基

本的な用語を改めて解説

します。特に今年、入組し

た新人、新規就農者にオ

ススメです。（8/10付３面）


